
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

◆ お得な情報やためになる情報も掲載。毎週発行の情報紙です。お見逃しなく! ◆ 

２０１９年 

《４月１週号》 

 №656 

 

▲共同購入の商品案内 「Ｗｅｅｋ」（ウィーク）でのおすすめ商品です。店舗では取り扱いのない場合があります 

 
辛みが少ないのでサラダやマリネなどにオススメで
す。たっぷりとご利用ください。 

 

佐賀・長崎県 

 ひぜん産直の会 

 
 

 

■Ｗｅｅｋ裏表紙 ・ １５ページでご案内   ＮＯ．２４２  
 

 

   

      

ラッセラの会発行 

☆ＯＣＲ注文用紙で募金ができます 

 

ＯＣＲ注文用紙の表（左上）に「ねぶた協力
金」の申込欄があります。一口１００円で何口
でもお申し込みできます。みなさまのご協力
をお願いします。 

◆コープあおもりでは、「子どもと一緒に安心し

て参加できるねぶたが欲しい」「自分たちの地域

では子ども会や町会などでねぶたに参加する機

会がない」という声に応え、組合員による制作、

囃子、運行、財政活動を行い、８月２日・３日

の合同運行に参加しています。 

◆このねぶたは、運営も組合員さんの募金や取

引業者さんの協力金などでまかなわれており、

皆様からの「ねぶた協力金」が出陣に向けて大

きな力となっています。ＯＣＲ注文用紙の「ね

ぶた協力金」の申込欄で募金できます。ぜひ、

ご協力をお願いいたします。 

 

 

 

◇お問い合せは… 青森地域活動担当／山谷まで 
電話 017-766-1635 ＦＡＸ 017-766-1462 

 

▲昨年のねぶた運行の様子 

1㎏ ＋ 200ｇ 

本体229988円円 

             



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

被災地はいま 
【シリーズ 第６６回】 

みやぎ生協からの情報提供に
より〝被災地・宮城のいま〟をシ
リーズでお伝えしています 
 

 

▲引地恵（ひきちめぐみ）さん。２０１６年、「ちょっとお洒落し
て集える場がほしい」との要望に応え中町カフェーをオープ
ンしました。様々な商品を手に取って見ることもできます。 

 
 

 

 

▲巾着袋は地元の女性たちが
少し訛って「ふぐろ」と呼んでいた

ことから「FUGURO」と名付けられ
ました。 
    写真提供／(株)WATALIS 

 

「子育てひろば」はお母さんと子どもさんが一緒に参加する室内公園の
ようなものです。お母さんと子どもさんがゆっくり過ごしたり、お母さんどう
しがいろいろおしゃべりしたりする場です。申し込み不要。参加費無料。
お気軽にお越しください！ 
 

 

◆青森会場 毎月第1水曜日開催 本部 集会室（青森市） ☎017-766-1614   

◆八戸会場 毎月第3金曜日開催 るいけ店２Ｆ（八戸市） ☎0178-46-5457   

◆弘前会場 毎月第4火曜日開催 和徳店集会室（弘前市） ☎0172-36-3638   

◆下北会場 毎月第4水曜日開催 むつセンター（むつ市） ☎0175-23-5370  

 

お問い合わせは 
組合員活動部 
０１７-７６６-１６３５ 

※風邪などでお休みしている方や、休園、休校、学級閉鎖などでお休みの方とそのご家族の方についても、念のた
め子育てひろば参加をご遠慮して頂いております。ご理解とご協力をお願いします。 子育てひろば事務局 

 

チケットのお届けは４月２２日～４月２６日を予定。 
共同購入配達時にお届けいたします。 

 ■申込受付締切後の追加・キャンセル等は応じかねますので予めご了承ください。 

 ■申込締切前であっても生協扱い分が完売した時点で受付終了とさせていただきます。 

 

 

※４歳以上有料。 

３歳以下膝上鑑賞可。（ただし席が必要な場合は有料） 

＊青森・下北会場 １０時～１２時 の開催 
＊弘前・八戸会場 １０時～１１時半の開催 
 

― 復興を担う女性たち ー 

亘理町の文化から生まれた手作り雑貨。ビジネスとして長く続けていきたい 

◆亘理町は町面積の約半分が浸水し、８万人が避難しました。震災から数カ月後、

引地 恵さんは町内でコミュニティづくりのためのワークショップを始めました。亘理町

には、着物の残り布でつくった巾着袋にお米などを入れて感謝を伝える返礼の文化

があります。引地さんは、その巾着袋を地元の女性たちの手で再現し、着物リメイク

雑貨として販売していこうと考えました。ワークショップに集まった地元の女性たちと

ともに和裁の先生の指導を受けながら、手作りの巾着袋を「商品」として送り出せるよ

う腕を磨きました。２０１５年、引地さんは大きな決断をします。着物リメイク雑貨の製

造販売をコミュニティ活動から切り離し、新たにつくった(株)ＷＡＴＡＬＩＳへ移したの

です。販売したお金で材料を仕入れ、作り手に製作費を支払い、経費をまかなう

ー。そんな当たり前の「ビジネス」として事業を続けるためでした。 

◆「コミュニティ活動と並行して取り組んでいたので、着物リメイク雑貨の製造販売

も、震災後の一時的な仕事づくりと見られていました。商談に赴くと、〝きちんと供給

できるのか〟〝納期は守れるのか〟と信用を得る難しさに直面しました。〝震災か 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ら時間が経っているのでもう扱わない〟と言われたこともありまし

た」― 〝素人の会社経営は無理〟と危ぶむ声もありましたが、

ビジネスコンペに応募したり、ウェブ上に販売サイトを開設したりす

るなど積極的に道を拓きました。作り手さんに縫製を仕事として

続けるかどうかを確認し、一層クオリティの向上に努めました。 

◆(株)ＷＡＴＡＬＩＳの事業は、地元の友人知人や震災後につな

がった人々の応援を受け、着実に歩みを進めました。従業員は

現在、作り手を含めて１２人。アクセサリーや小物雑貨など商品

の種類も増えました。ＷＡＴＡＬＩＳは亘理町のワタリとお守りの意

味のＴＡＬＩＳＭＡＮ（タリスマン）を組み合わせた造語です。「商品

を手に取っていただくことで亘理町に関心を持っていただければ

嬉しいですね」。故郷で生まれ故郷を伝える地場産品は、地域

経済の担い手になります。「続けることで地元に少しでもお金が入

り、活気が生まれる。そういう道を目指していきたい」と引地さん

は願っています。      ※(株)WATALIS http://watalis.co.jp/ 

 

 

 

 


